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リバタリアン減税会は、去る2025年5月10日の夕方17時半頃より

1時間半程度、新宿駅南口で街頭宣伝を実施しました。4人のスピー

カーが登壇し、それぞれリバタリアンの立場から、国家による富の

強奪（課税）に反対する主張を展開しました。

我々はかねてより「減税」を主張してきました。昨年末の衆院選

で「103万円の壁」の引き上げを公約に掲げた玉木国民民主党が大幅

に議席を伸ばしたことで、減税を求める世論が可視化され、大変ホッ

トなトピックになっています。当日は「リバタリアン減税会」の幟

を掲げ、ビラの配布を実施しましたが、立ち止まって話を聞いたり、

ビラを受け取る聴衆の多いことが印象に刻まれました。

本稿では、当日登壇したスピーカーの発言を紹介します。皆さん

と一緒に減税について考えていきたいと思います。

以下は参加者の声です。

Ａさん

皆さん、こんにちは。我々は、リバタリアン減税会です。いま新

宿駅の前をご通行中の皆さんに、リバタリアンの立場から、減税に

ついてお話しさせて頂いています。

皆さん！「103万円の壁」を、178万円に引き上げるだけで、本当

に良いんでしょうか？実は、103万円の壁を178万円に引き上げても、

それはただの対症療法なんです。それだけでは問題の本質的な解決

にはなりません。

いま、物価の高騰、インフレが凄い勢いで進んでいます。このイ

ンフレを止めない限り、103万円の壁を178万円に引き上げても、何

の意味もないんです。インフレが進んだら、178万円を200万、300万

とどんどん引き上げていくんでしょうか。そのために毎年法律を改

正するんでしょうか。全く意味がありません。もっと本質的に問題

を解決しなければなりません。

それは、何か。政府によるインフレ政策を止めさせることです。

12年前に安倍晋三首相が始めたアベノミクス、中央銀行による異次

元の金融緩和。その結果として我々はいま、インフレに苦しんでい

るんです。お米が高い、野菜が高い、卵が高い、電気代も高い。

皆さん、日本円を持つのをやめましょう。皆さんが日本円を持って

いる限り、その価値はどんどん目減りしていきます。ゴールドやビッ

トコインを持たないといけないんです。アベノミクスが始まってか

ら、日本円の供給量は6倍になっているんですよ。市場にある財やサー

ビスの量が変わらないのに、どんどん日本円の量だけ増やしたら、

通貨の価値は落ちていくに決まっています。

国家のような特定の主体が供給量をコントロールできない資産を

持たなければ、皆さんの資産を守ることはできません。ゴールドや

ビットコインを持ちましょう。日本円を手放しましょう。そして、1

03万円の壁を178万円にするんじゃなくて、それは対症療法です。もっ

と本質的な、国家によるインフレ政策に反対していきましょう。ど

うもありがとうございました。

Ｂさん

5月10日夕方、土曜日の新宿南口に「国家解体！」の声が響いた。

リバタリアン減税会は日本という国家の中枢たる東京で国家による

あらゆるものの収奪を弾劾する行動を展開した。

私はDJとして賑やかしで反体制的な音楽をかけていたが、それも

あってかこちらに目を向けたり、ビラを受け取る者も主張の一般に

おける突拍子のなさにしては多かった。

クフィーヤを頭に巻いていた私に、英語で「ムスリムか？」と訪

ねた外国籍の人がいた。「ムスリムではないが、パレスチナに連帯

する者で、リバタリアンとして街宣をしている」と答えた――「リ

バタリアン」といえば「排外主義」と関連付けられることが多いが、

「103 万円の壁」の引き上げは
本質的な解決にならない

（街宣報告）
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「案内」へ切り替えました。その結果、昨年は公には参加しなかっ

たパレスチナ政府が式典に参加する可能性が浮上しましたが、一方

で昨年同様、今まさに無辜の人々を蝕んでいるアメリカ・イスラエ

ル・ロシアのような剥き出しの大量殺戮国家を含んだすべての国・

地域に対して式典の文書が送付される見込みとなっています。「原

爆犠牲者を慰霊し、世界恒久平和の実現を祈る」ために平和記念式

典は実施されるとのことですが、果たして本当にそうなのでしょう

か。例えば、日本国政府は式典の「お題目」に表面上同調しつつも、

防衛費（軍事費！）増大に熱心ですし、在日米軍は沖縄を中心に無

辜の人々をいまだに蹂躙し続けています。かつての日本をはじめと

する国々が軍事費を増大させ、多くは植民地ないしそれに近しい状

態であった地域の無辜の人々を蹂躙した事実と、本質的に何が異な

るのでしょうか。そして、「戦後」を生きる私たちは、この事実を

忘れ去っているのではないでしょうか。

私たち人民を侵害する国家の暴力――日本では天皇制の下の国家

権⼒――は「戦後」80 年、治安維持法成立100年・昭和100年の間、

そして、19世紀に端を発する帝国主義国家間の植民地争奪戦争の間、

死滅することなくその⼒を蓄積しています。⼀例として、戦争、（経

済的徴兵を含む）徴兵、核兵器、課税、規制……以上のような形で⼈

⺠を常に既に侵 害し続けています。そして、諸国家は二度の核攻撃

や数多の核実験に懲りず、「核の傘」をもって人民の支配を絶え間

なく実⾏しているのです。諸国家の言い訳は聞くに堪えません。例え

ば、アメリカ合衆国は「戦後」から今⽇に至るまで、ヒロシマ・ナガ

サキへの核攻撃を正当化しています。彼の国によれば、核攻撃は終

戦を早めて更なる犠牲者（特にアメリカ⼈の犠牲者）を減らしたため

に道徳的だと云うのです。⼀体、何が道徳的なのでしょうか。数十万

人を強制的に地球上から消し去る営為は大量殺戮であって、人倫に

適うものではありません。しかし、これは単に「アメリカが加害者

で⽇本が被害者」ということでもありません。核攻撃よりも前に⽇本

は諸外国を侵 略していますし、特に原爆投下時のヒロシマには、朝

鮮半島から徴⽤・徴兵された多くの人々が存在し、原爆によって殺害

されるか、被爆する事態となりました。また、「戦後」の⽇本は戦争

放棄の理念虚しく、朝鮮戦争をはじめ、多くの戦争に加担していま

す。ここで重要なことは、「●●国は良い国/悪い国」という⼆項対

⽴ではなく、これ以上犠牲者を増やさないために、根本的に国家の暴

⼒を消滅させることなのです。

今を生きる私たちに即座にできることは、国家に対して抗議する

ことです。しかし、当然のことながら、国家の側が黙って見ている

わけではありません。「戦前」の治安維持法下では、多くの抗議者

や無関係の人々が直接的に弾圧されました。また、「戦後」の我々

も無関係ではありません。2023年8⽉6⽇に広島市内で反戦を掲げた人々

が抗議の廉で2024年に暴⼒⾏為等処罰ニ関スル法律（通称、暴処法）

を根拠に逮捕されたのです。1926年に制定されたこの法律は治安維

持法と並び、労働運動や「戦後」は学⽣運動にも適⽤され、国家に抗

う者に対して苛烈な弾圧を加えています。そして、現在では平和記

念式典にて、法的根拠すらない規制を広島市は⾏っています。このよ

うな国家の暴⼒に強く抗議し、それを絶滅させなければ、平和な時代

は訪れません。

ヒロシマ・ナガサキの痛ましい記憶を基に、現代を生きる私たちが

特にヒロシマの地で⼒強く成すべきことは、まず被爆者・その家族・

⼦孫の方々と連帯することです。そして、紐帯を強め、核兵器廃絶、

今世界中で起きている戦争の停戦、諸悪の根源である国家の解体を

訴え、実現しなければなりません。平和を希求するみなさん、⼀緒に

闘いましょう！

実⾏委連絡先 メールアドレス

blackcross2000@protonmail.com

（8.6ヒロシマ集会実行委員会）

それは右派新自由主義者に換骨奪胎された「リバタリアニズム」だ。

我々は侵略を憎む。なぜなら、我々の財産が税金として国家に奪わ

れ、我々が望みもしない侵略に我々の財産が使われることが不当で

あるからだ。街宣でそう叫ぶスピーカーに確かに通行人の関心の目

は向けられていた。

国家は、税金により財産を奪い、2月の京大生7名逮捕や4.10兵庫

県庁弾圧に見られるように司法により身体（の自由）そのものまで

奪う。「国家あればこそ国民の財産と自由が守られる」という虚構

を拭うため、我々は今後も活動し続ける。

Ｃさん

私は1年前ほどからリバタリアンとなっており、アナーキーを機能

させる実験として全メンバーに管理者権限があるDiscord鯖を運営し

ていたが、その中での議論や思想の研究だけでは、国家を倒せない

し何も変えられないことに焦燥感を感じていた。そんな中、今回初

めて私はリバタリアン運動に参加する機会を得た。

私が最初に担当した仕事は旗持ちであった。当日は風が強く「リ

バタリアン減税会」の黒黄旗がよく翻った。

その後、私は２回ほど発言の機会を頂けた。私は主に以下の主張を

した。

「全ての個人には自己所有権が生まれながらにある」

「税金は泥棒で自己所有権の侵害。国家は解体されるべき」

「なぜ国家が存在することが前提なのか。歴史上、国家を持たない

民族も多くあった」

「わずか数百の少数の議員で一億数千万の人民が『やってはいけな

いこと』を法律で決めるのはおかしい」

「福祉国家の官僚制は冷たい。本来なら手を差し伸べる――相互扶

助が出来るはず」

即興で主張を述べるのが理想であるが、私が街宣初体験とあって

少し緊張したり噛んでしまうことがあったので、次回は聴衆に効果

的に訴える発言を事前の考えた台本を用意したいと思った。

全体的に、閉塞感や無力感を打ち破る、革命的でラディカルな高揚

感を感じた。権力構造を打倒し、本来すべての人民に平等にあるべ

き自由――自己所有権を取り戻すために、私は本格的にリバタリア

ン運動に身を投じることを決めた。

参加者のコメントは以上となります。

今後も街宣を行います。みなさん、一緒に減税を成し遂げましょ

う！

（リバタリアン減税会）

★すべての国・地域の「案内」反対！

★欺瞞に満ちた平和式典に抗議し、反戦・反核・平和のために行動

しよう!

行動予定

・8:00～ ビラ撒き・街宣

・9:00～ 式典反対デモ(勝鯉の森集合)

・10:30～12:30 8.6ヒロシマ集会(合人社ウェンディひと・まちプ

ラザ研修室C)

私たちの主張

大勢の人が犠牲となった原爆投下から80年が、また、「戦後」80

年が経過しようとしています。現代の日本に住んでいる人々は「戦

後の平和な日本」を表層的に享受し、過去の惨劇を忘却しているの

ではないでしょうか。その証拠に、事実、19世紀から始まる帝国主

義国家による一連の侵略を忘却しているのではないでしょうか。

昨年と異なり、広島市は2025年の平和記念式典での各国の招待を

8.6ヒロシマ抗議行動
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かといって、革命的リバタリアニズムは積極的自由を指向するわけ

ではない。リバタリアンの伝統と同じく消極的自由が基盤である。

理性に関しては、特段重視してないどころか、カント的な「理性に

よる自己統治」などは、人間が理性的であることを強いると、子供

など理性的で無いとされる人間を排除する危険があり、むしろ批判

的だ。理性が吹っ飛んで衝動の赴くままに破天荒に行動する自由も

また自由である。

子供の権利についてだが、それは大人と同等に強力に擁護される。

理性や判断能力は前述の通り自由の条件ではなく、成人制度や「青

少年保護」は全くけしからん介入主義であり不当である。そう、子

供とは「小さな人間」である以上の意味を持たず、自己所有者であ

ることには変わりないのだ。子供が何か意思を表明すれば、必ずそ

の意思を尊重し妨げてはならない。 子供が幼すぎて意思を表明でき

ない場合は、大人は自身と子供の関係の経験に基づき最善の利益を

考えて意思を代弁することができるが、その代弁行為を子供本人が

嫌がったら即ち強制となるので、即座に中止しなければならない。

その根拠

これらの根本的な原則に関する議論は、倫理的直感によって導か

れる。これは、幾何学において「任意の2点を通る直線は1本だけ引

ける」という公理が疑う余地なく直感的に受け入れられるのと同様

に、リバタリアニズムにおいても「自分は自分の物」という自己所

有の原則は、人間本性に普遍的に合致する倫理的公理なのである。

もし自由の否定を主張すれば、「自由の否定を主張する自由」も否

定され、その主張は意味を持たなくなり自己矛盾に陥ってしまう。

よって自己所有権の正当性は自明である。

だから立場ごとに「自由」の定義や解釈, 重要度に差はあるが、

自由を真っ向から全否定する立場はそうそう無い。しかし他の思想

では自由だけではなく平等や友愛, 秩序, 公平など他の価値と折衷

することがしばしばだが、我々の議論の価値基準はあくまで自己所

有権に依拠しているか否かであって、それ以外は一切考慮されない。

やはり、革命的リバタリアンは我らこそが自由を最も強力に擁護す

る最左翼だと自認する。

アナーキズムとの接点

自己所有を出発点としてそれを徹底させた結果、個人主義アナー

キズムに近い主張になる。財産に関しても、ロック的な労働混入説

を基盤としながらも、プルードンの「財産とは窃盗である」という

思想に共鳴する。

具体的には、労働者が生産手段を所有せず、資本家に管理され命

令される賃労働や、財産権を保持したまま使用権だけ渡し、オーナー

が借主に強制せしめられる賃貸など、資本主義社会における財産の

非相互的関係によって生じる権力構造を糾弾する。なぜなら、最初

に合意して関係性が成立した後も、いつでも所有者が力関係に乗じ

て利用者に一方的に条件を要求し、利用者は使い続けるために渋々

従わざるを得なくなる――強制することができるからだ。

この資本主義批判は、従来の社会主義的・左派的な「格差が広が

るから悪い」というものではなく、「強制できる構造だから悪い」

という自由主義的な視点から提起されるものだ。自由の延長線上に

ある財産が、自由を制約しては本末転倒なのだ。権力を発生させず

相互的な関係性である為に、合意に基づく行為は使用する財産を共

有すべきである。

財産とその共有

他者との共有関係についても整理しておこう。ものを見せたり、

貸したり、預けたり、試させたり、使ってもらったり、一緒に遊ん

だりといった、自分の財産を移転することなく他者に関与させる合

編集者による前書き

本稿「革命的リバタリアニズム」は、秋井乃音が自身のnoteにて

2025年6月19日に公開した同名記事の転載である。

https://note.com/archy_none/n/n89b68abd3bc3

リバタリアン思想と革命という今日ではあまり見られなくなった

組み合わせの考えは、今後のリバタリアン思想の発展に多いに花を

咲かせるだろう。

余談ながら、1960年代のロスバードは新左翼と結託し、一部では

「左派ロスバード主義 left-Rothbardian 」という政治的主張を持

つ者も生まれた。この思想は、ロスバードの考え（主に自己所有権

論）を最大限左派として適用する考えであった。

以上のことから、本稿は荒唐無稽の考えではなく、リバタリアン

の歴史に沿った書き物と言えるだろう。

（前川範行）

革命的リバタリアニズム（革命的自由至上主義, Revolutionary

Libertarianism）とは、個人の自由――自己所有権のみを唯一至上

の原則として徹底的に追求した挙句、国家はもちろん既存のリバタ

リアンが肯定してきた資本主義や契約社会も否定するという、超過

激な革命思想である。

ということで、最小国家論者（ミナーキスト）や無政府資本主義

者も多い現代のリバタリアニズムにおいて、ロスバード以上に急進

的で極左的な「革命的リバタリアニズム」を提唱したい。

自己所有権の徹底

内容としては、ロスバードと同じく自己所有権を是とするが、そ

れを財産周りの例外的な規定（例えば、財産の移転を伴う契約は拘

束力を持つなど）を取り除いて徹底的に純化させ、「自己の自己に

よる所有」として明快に解釈する。すなわち、自分の精神や身体そ

して人生は、他の誰のでも無い、完全に自分だけの物であり、自分

の行動は自分だけしか決定できない――自己の唯一の主権者は自分

であるということだ。

そうすると、やはり自由の対極にある強制はもちろん絶対悪であ

り、それが「正当」とされることは決してあり得ない。ここでロー

ルズの「無知のヴェール」を被れば、あなたも強制される立場にな

る可能性がある。あなたも強制されるのは嫌だと思うだろう？よっ

てその主張は容易に理解できる。

ここで詳しい「強制」の概念の定義について論じておこう。簡単

に言えば強制とは意志の否定である。意志を否定して良いのはその

意志が他者に強制しようとする時のみであり、基本的に全ての意志

は尊重せねばならない。物理的な脅迫はもちろんであるが、力関係

や遠慮など見えない社会的条件や同調圧力によって「渋々従う」の

も形式的な合意ではなく、真に本人の自由意志から自発的に同意し

ている訳ではない――意志を否定しているため、広義の強制に含ま

れる。従来のリバタリアニズムは強制を狭義に捉えるが、それでは

構造的な強制を見逃すことになってしまう。それこそが既存の潮流

と革命的リバタリアニズムの強制の概念の解釈の差異である。

挙げ出したらキリがないが、国家の警察機動隊や国税庁, 暴力団,

資本主義, 家父長制といった、強制を働く如何なる権力構造は断固

として徹底的に打倒廃絶しなければならない。

特に刑法は多くの条項が誰の権利も侵害しない「被害者なき犯罪」

という国家介入で、刑罰は国家から私人への恐怖による抑圧的支配

であり、断じて許すことはできない。強制力の行使が許されるのは

強制に対抗する正当防衛のみであって、司法の役割は侵害された権

利の回復を目的とした賠償と、関係を修復する和解に徹するべきだ。

革命的リバタリアニズム
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能であり本質的なことなのだという確信。熱狂の波。人類の解

放というユートピア的ビジョン。」とにかくお祭り騒ぎ、みん

なが熱狂して盛り上がって大騒ぎしているイメージですね・池

田さんは「バケツの底が抜けた状態」と書いています。なんで

もありという無政府状態的な感じなのかなというイメージです。

この時にペトログラードに取材に行ったアメリカの新聞記者で

ジョン・リードという人がいます。『世界を揺るがした10日間』

という本を書いています。それを読んでいると、なんかめちゃ

くちゃですね。いろんな会議のルポをしているんですけども、

みんな好きなようやっている。ただ革命だという意識をみんな

が持っているので、それなりに高い倫理観がある。ホテルの給

仕も組合を作って、彼らはチップを受け取らなくなる。我々に

も労働者として誇りがある。お恵みはいりません、と。チップ

の受け取りを拒否していることが書いてありました。

世界史アプローチ研究会

『名著で読む世界史120』（山川出版社）読書会 2020年7月17日

レーニン『国家と革命』

https://timeway.vivian.jp/aproach48.html

運動論

情熱は運動を活発にするが、それが肝心の自己所有の原則から逸

脱しては断じてならない。革命が本当に「自己所有しているか？」

と原則を常に問う、絶え間ないフィードバックと試行錯誤を徹底す

ることによって、ボリシェヴィキのような革命の堕落や後退を防ぎ、

確実にリバタリアン社会へと前進させることが可能となる。

具体的な革命の実践としては、街宣やデモ, 暴動といった直接行

動はもちろん、アゴリズムなどの対抗経済、フリースクールや無料

食堂などのオルナタティブな共同体作りといったものを私は想定し

ているが、やはりそれはドグマ化しないよう明確に規定するのは避

け、実践者各人の発想に委ねられよう。そう、革命的リバタリアニ

ズムの可能性はその実践者の数に比例して無限に開かれているのだ。

世界革命へと進撃せよ！

議会主義に堕ちた合衆国のLibertarian Partyを筆頭に、世界の多

くのリバタリアンの主流派は余りにも緩過ぎる。血も涙も有る

（Bleeding Heart）リバタリアニズムや、保守と結託したパレオリ

バタリアニズム（ロスバード晩年, ホッペ, ミレイなど）といった、

右傾化や穏健化を強める動向は、革命的リバタリアンにとっては知

的劣化――後退でしかない。

そのような穏健で柔軟な立場を取っていては、ますます増長する

権威主義に打ち負かされてしまうだろう。むしろ、既存の国家秩序

に甘んじず、我々の方から奴らを打倒しなきゃいけない。リバタリ

アンは今や、若い世代に流行ってるだとか、保守やリベラルとも違

う第三党だとか、そのような既存の政治スペクトルの中に甘んじる

ことはない。

その思想の普遍性ゆえ、もはや全人類の解放――世界革命を志す

べきである。リバタリアン革命において、全人類は抑圧以外に失う

ものは何もない。全ての個人が勝ち取るべきは、完全な自己所有権

である。

万国のリバタリアンよ、革命的であれ！

（秋井乃音）

意の上の行為は全て「共有」であり、従来の財産権論における所有

者と利用者の区分は不当である。

共有されていない時は各人は財産に対して排他的権利を有してお

り、他者は勝手に占有してはならないが、例えば私の財産を共有す

ることにあなたが私と合意した時、あなたは私の財産の共同所有者

に招き入れられる。いわゆる「管理者」による専制的な支配は廃さ

れ、財産に関わる人全員が対等な立場で運営する権利を持つ。共有

を終了する時、事前の合意に基づいて成果が分配されるが、対立す

るなどして決まらなかった場合は、共有する前の元の状態に戻す。

また、資本を正当に取得した資本家の存在は否定しないが、資本

家は生産手段を独占したまま労働者を「雇う」という形態を取るの

では無くて、労働者と生産手段を共有するべきだ。双方の合意に基

づけば、資本家は経営や投資のリスクの分、余剰価値を頂戴するこ

ともできるだろう。しかし、対立した場合は、生産手段が元々資本

家の物であっても、労働混入説に則り、既に労働者が生産した物は

労働者の物なので、労働者は自身の成果物を持って生産手段から離

脱することができる。

自由への信仰

革命的リバタリアンは自らの思想を「合理的」とか「科学的」と

は決して思わない。何故ならそれはドグマ(教条主義)であって、旧

左翼のように理論がドグマに陥ることは、自由を至上とする者にとっ

てトンデモない自己矛盾と映るからだ。20世紀の社会主義運動の失

敗をわざわざ再現する必要はない。

お堅いマルクス主義者のように唯物論的な科学主義に立脚するわ

けでは無く、むしろ、自己所有権は倫理的公理によるものであって

科学的事実に基づくわけではないし、リバタリアンの思想も自由そ

のものを信仰対象とする点である種の宗教性（スピリチュアリティ）

があるとも言えなくもない。

しかしその宗教性は、外部の超越的な存在への従順な服従を求め

る外発的で権威主義的な既存のいわゆる「宗教」とは決定的に異な

る。「自由への信仰」は普遍的な自己所有権への絶対的な擁護を基

軸とする信仰であり、それは主体的に自己を肯定する極めて内発的

な態度であるからだ。それ故1960年代のヒッピー文化的なスピリチュ

アリティとかなり親和性が高いと言える。

脱・形式主義

ロスバードが『自由の倫理学』で、ノージックが『アナーキー・

国家・ユートピア』で述べたような、抽象的・形式的で冷徹な議論

は、思想的な意義は高いが、自由を語るにしてはやはりどこか堅苦

しい感じがする。革命思想はもっと自由で軽快で、楽しいものであ

るべきだ。

バクーニンの言葉「破壊への情熱は創造への情熱である」みたい

なエネルギッシュな高揚感や、第二波フェミニズムの言葉「個人的

なことは政治的なこと」に表現される個人的な経験や感情を重視す

る。そしてその情熱――自分自身の内面から湧き上がる自由への希

求を原動力とする、軽やかで開かれた行動――革命の実践を指向す

る。それこそが、この思想が「革命的」たり得る所以である。

ではそれは具体的にはどのような情熱なのか？ネットサーフィン

をしていたら、ボリシェヴィキの独裁に堕す以前のソヴィエトの熱

狂について好例として良い記事が見つかったので引用する。

このかんのペトログラードの状態がなかなかわからないので

すが、E・H・カーがまとめていますので紹介します。「二重権

力の実態は権力の完全な拡散である。労働者農民の気分という

のは恐るべき悪夢からの巨大な解放感、自分自身のことを自分

たちの流儀で勝手にやりたいという根深い願望。これが実行可


